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民
主
主
義
は
政
治
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
従
来
、「
民
主
主
義
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
国
を
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
民
主
主
義
国
家
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
民
主
化
の
研
究
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
バ
ー

ト
・
ダ
ー
ル
（D
ahl 1971

）
が
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
論
で
挙
げ
た
、
①
多
様
な
情
報
源
、
②
表
現
の
自
由
、
③
投
票
の
自
由
、
④
自
由
か

つ
公
正
な
選
挙
、
⑤
政
治
指
導
者
が
民
衆
の
支
持
を
求
め
て
競
争
す
る
権
利
、
⑥
公
職
へ
の
被
選
挙
権
、
⑦
組
織
を
形
成
・
参
加
す

る
自
由
、
⑧
政
府
の
政
策
を
投
票
あ
る
い
は
そ
の
他
の
要
求
の
表
現
に
基
づ
か
せ
る
諸
制
度（（
（

、
と
い
う
諸
条
件
を
満
た
す
国
に
お
い

て
す
ら
、
民
主
主
義
が
必
ず
し
も
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
従
来
の
民
主
化
の
研
究
は
、
民
主
主
義
国
家
と
そ
う
で

は
な
い
国
と
を
分
け
る
こ
と
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
民
主
主
義
の
機
能
不
全（（
（

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

有
効
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、
最
近
、
民
主
主
義
の
諸
条
件
を
整
え
た
国
に
お
け
る
民
主
主
義
に
対
す
る
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
共
産
主
義
や
権
威
主
義
体
制
を
批
判
し
て
自
由
民
主
主
義
が
最
良
の
制
度
で
あ
る
と
論
じ
た
フ
ラ

ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
（Fukuyam

a 1992

（
（
（

）
は
、
そ
の
後
の
ア
ラ
ブ
の
春
の
失
敗
や
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
民
主
化
が
進
ま
な
い
こ

と
を
受
け
て
、
米
国
で
も
既
得
権
益
を
持
つ
利
益
団
体
が
連
邦
議
会
や
裁
判
所
を
通
じ
て
国
家
の
政
策
遂
行
能
力
を
拘
束
し
て
お
り
、

国
家
機
能
が
理
想
的
な
形
で
は
機
能
し
て
い
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る
（Fukuyam

a 2014

（
（
（

）。
そ
し
て
、
脆
弱
国
家
と
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
中
央
集
権
化
し
た
行
政
府
と
官
僚
制
に
よ
る
「
行
政
能
力
に
長
け
た
政
府
」
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
フ

ク
ヤ
マ
に
よ
れ
ば
、「
民
主
主
義
（
政
府
の
説
明
責
任
）」
や
「
法
の
支
配
」
の
前
に
近
代
的
な
官
僚
制
に
よ
る
「
国
家
」
が
発
達
し

て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
米
国
で
は
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
ク
ラ
イ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
存
続
し
て
お
り
、
政
党
の
集
票
組
織
を

通
し
た
市
民
動
員
が
継
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
党
が
政
府
へ
の
統
制
を
強
め
て
政
府
に
代
わ
っ
て
機
能
し
、
ま
た
裁
判
所
が
政

府
部
門
間
の
責
任
範
囲
を
定
め
て
政
策
決
定
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
国
に
よ
る
改
革
を
阻
み
、
制
度
改

革
の
実
行
を
困
難
に
し
、
多
く
の
政
治
制
度
が
機
能
不
全
を
起
こ
す
「
政
治
の
衰
退
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
レ
ビ
ツ
キ
ー
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ッ
ト
（Levitsky &

 Ziblatt 2018

）
は
、
民
主
主
義
は
民
主
主

義
的
な
方
法
で
終
焉
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す（（
（

。
す
な
わ
ち
、
市
民
が
「
民
主
主
義
に
反
し
て
民
主
主
義
制
度
を
行
使
す
る
」
政
治
エ

リ
ー
ト
を
選
択
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
具
体
的
に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
使
わ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
政

治
エ
リ
ー
ト
が
司
法
権
（
法
務
省
、
裁
判
官
、
検
察
官
）
を
掌
握
す
る
こ
と
で
違
法
行
為
を
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
が
守
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
次
に
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
メ
デ
ィ
ア
を
掌
握
す
る
こ
と
で
政
治
エ
リ
ー
ト
が
世
論
か
ら
守
ら
れ
、
世
論
の
支
持
を
受
け
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
政
治
エ
リ
ー
ト
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
寛
容
と
自
制
心
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
民
主
主
義
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
一
方
、
政
治
学
で
は
民
主
主
義
の
指
標
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ゲ
リ
ー
・

ラ
イ
ク
（Reich 2002

）
や
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ら
は
自
由
・
公
正
選
挙（（
（

、
ジ
ョ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
等
（Gerring, Bond, Barndt, 
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and M
oreno 2005

）
は
多
党
制
を
主
張
す
る（（
（

。
ま
た
、
ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
等
（Przew

orski 1993. 1999. 2000

）
は
自

由
公
正
選
挙
や
多
党
制
、
政
権
交
代
、
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
を
指
標
と
し
て
提
案
し
て
い
る（（
（

。
さ
ら
に
、
タ
ト
ゥ
・
ヴ
ァ
ン

ハ
ネ
ン
（V

anhanen 1997

）
も
与
党
と
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
を
指
標
と
し
て
い
る（（
（

。
こ
れ
ら
の
指
標
の
内
、
自
由
公
正
選
挙

は
民
主
主
義
制
度
を
整
え
て
い
る
国
と
そ
う
で
は
な
い
国
と
を
分
け
る
こ
と
に
は
有
効
で
は
あ
る
が
、
民
主
主
義
の
制
度
を
も
っ
た

国
の
機
能
の
違
い
を
説
明
す
る
の
に
は
必
ず
し
も
有
効
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
や
ヴ
ァ
ン
ハ
ネ
ン
は
与
党
と

野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
が
近
い
ほ
ど
民
主
主
義
、
離
れ
て
い
る
ほ
ど
民
主
主
義
か
ら
遠
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
言

い
切
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
与
党
の
得
票
率
や
議
席
率
が
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
国
が
あ
る
場
合
、
国
民
の
七

割
が
そ
の
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
な
良
い
政
策
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

与
党
が
自
分
達
に
有
利
な
選
挙
制
度
に
変
更
し
た
り
政
府
が
野
党
の
選
挙
活
動
に
対
し
て
干
渉
す
る
こ
と
で
七
割
の
議
席
や
得
票
率

を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
良
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
。

　

つ
ま
り
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
や
ヴ
ァ
ン
ハ
ネ
ン
が
主
張
す
る
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
と
い
っ
た
外
形
的
な
指
標
で
は
、
国

民
の
た
め
の
政
治
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い
る
政
府
・
与
党
と
、
不
適
切
な
形
で
多
く
の
議
席
を
得
て

い
る
政
府
・
与
党
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ル
ス
キ
が
述
べ
る
政
権
交
代
は
、
果
た
し
て
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
良
い
民
主
主
義
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
建
国
以
来
、
多
く
の
選
挙
に
お
い
て
政
権
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
政
治
的
混
乱
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
世
界
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
な
ど
、
民
主
主
義
に
と
っ
て

理
想
的
な
国
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る（（1
（

。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
掲
げ
る
民
主
主
義
指
標
は
外
形
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
民

主
主
義
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
指
標
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
政
治
学
に
と
っ
て
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
外
形
的

な
指
標
で
は
な
く
、
本
当
に
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問

題
意
識
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
を
外
形
的
な
指
標
で
計
る
の
で
は
な
く
、
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
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着
目
し
て
新
た
な
指
標
を
提
案
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い（（1
（

。

　

こ
こ
で
、
代
議
制
民
主
主
義
と
は
何
か
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
代
議
制
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
は
、
市
民
が
選
挙
を
通
し
て
政
策
エ
リ
ー
ト
に
民
意
を
付
託（（1
（

し
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
政
治
家
が
国
会
で
議
論
を
し
た
結
果
と
し

て
形
成
さ
れ
る
政
策
に
対
す
る
市
民
の
評
価
が
次
の
選
挙
に
お
け
る
政
治
家
選
出
に
つ
な
が
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
議
制
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、（
1
）
選
挙
の
候
補
者
に
よ
っ
て
有
権
者
に
対
す
る
公

約
が
提
示
さ
れ
、（
2
）
有
権
者
が
そ
の
公
約
に
基
づ
い
て
選
挙
で
投
票
行
動
を
行
な
い
、（
3
）（
大
災
害
や
戦
争
の
よ
う
な
特
殊
な

事
情
が
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
）
有
権
者
に
選
挙
時
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
に
基
づ
い
て
政
治
家
が
国
会
に
お
け
る
法
案
審
議
や
予
算

審
議
を
行
う
こ
と
で
選
挙
公
約
が
実
現
さ
れ
、（
4
）
選
挙
時
に
有
権
者
に
対
し
て
約
束
し
た
候
補
者
の
公
約
と
選
挙
後
の
彼
ら
の

国
会
活
動
と
の
整
合
性
に
基
づ
い
て
有
権
者
が
次
の
選
挙
で
投
票
行
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
代
議
制
民
主
主
義
を
構
成

す
る
機
能
と
し
て
、（
1
）
代
議
制
民
主
主
義
の
民
意
付
託
機
能
：
競
合
す
る
政
策
エ
リ
ー
ト
が
提
示
す
る
公
約
に
基
づ
い
て
市
民

が
政
策
エ
リ
ー
ト
を
選
出
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
有
権
者
が
争
点
態
度
投
票
（
イ
シ
ュ
ー
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
行

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、（
2
）
代
議
制
民
主
主
義
の
代
議
的
機
能
：
選
出
さ
れ
た
政
治
家
が
公
約
に
基
づ
い
て
国
会
で
法
案
や
予
算

案
に
投
票
し
て
政
策
形
成
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
る
と
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

（
3
）
代
議
制
民
主
主
義
の
事
後
評
価
機
能
：
市
民
が
選
択
し
た
政
治
家
が
形
成
す
る
政
策
に
対
す
る
評
価
に
基
づ
い
て
、
次
の
政

策
エ
リ
ー
ト
を
選
択
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
言
い
換
え
る
と
業
績
評
価
投
票
（
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
三
つ
の
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
選
挙
研
究
に
お
い
て
業
績
評
価
投
票
に
お
け
る
「
業
績
」
を
経
済
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
限
定
し
て
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
政
治
家
の
当
選
時
の
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
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二
．
デ
ー
タ

　

次
に
、
本
稿
で
用
い
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
選
挙
公
約
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
に
行
わ

れ
た
第
四
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
小
選
挙
区
に
立
候
補
し
た
候
補
者
全
員
の
選
挙
公
報
を
内
容
分
析
し
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た（（1
（

。

選
挙
公
約
の
内
容
分
析
は
、
予
算
項
目
と
賛
否
項
目
に
大
別
さ
れ
る
。
予
算
項
目
に
つ
い
て
は
、
イ
ア
ン
・
バ
ッ
チ
と
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ホ
フ
バ
ー
ト
（Budge &

 H
offerbert 1990

（
（1
（

）
の
研
究
と
の
国
際
比
較
を
行
う
た
め
に
、
そ
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
一
七
項
目

に
分
類
し
た
。
具
体
的
に
は
、（
1
）
社
会
福
祉
（
生
活
保
護
を
含
む
）、（
2
）
社
会
保
障
（
年
金
を
含
む
）、（
3
）
保
健
衛
生
、

（
4
）
教
育
・
研
究
、（
5
）
労
働
、（
6
）
防
衛
、（
7
）
外
交
・
貿
易
、（
8
）
農
林
水
産
、（
9
）
商
工
鉱
業
、（
10
）
運
輸
・
通

信
、（
11
）
地
方
自
治
、（
12
）
住
宅
、（
13
）
中
小
企
業
、（
14
）
国
土
開
発
、（
15
）
防
災
、（
16
）
一
般
行
政
、（
17
）
司
法
・
警

察
の
各
項
目
で
あ
る
。
な
お
、
選
挙
公
報
は
予
算
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
憲
法
改
正
に
積
極
的
で
あ
る
か
消
極
的
で
あ

る
か
等
、
賛
否
を
問
う
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
賛
否
項
目
と
し
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
内
容
分
析
を
行
っ
た
。

（
18
）
財
政
健
全
化
、（
19
）
憲
法
改
正
、（
20
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、（
21
）
原
発
再
稼
働
、（
22
）
消
費
税
増
税
、（
23
）
議
員
定
数
削
減
、

（
24
）
領
土
問
題
、（
25
）
災
害
復
興
（
国
土
保
全
を
含
む
）、（
26
）
地
方
創
生
、（
27
）
女
性
活
躍
、（
28
）
観
光
政
策
、（
29
）
道
州

制
、（
30
）
集
団
的
自
衛
権
、（
31
）
子
育
て
支
援
、（
32
）
経
済
財
政
、（
33
）
大
阪
都
構
想
、（
34
）
政
治
と
カ
ネ
、（
35
）
特
定
秘

密
保
護
法
、（
36
）
安
保
法
制
、（
37
）
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、（
38
）
働
き
方
改
革
、（
39
）
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
、（
40
）
多

様
化
社
会
、（
41
）
外
交
姿
勢
・
安
全
保
障
、（
42
）
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、（
43
）
教
育
無
償
化
、（
44
）
景
気
・
雇
用
対
策
、（
45
）

格
差
是
正
、（
46
）
社
会
保
障
制
度
改
革
（
年
金
・
医
療
制
度
改
革
な
ど
）、（
47
）
共
謀
罪
法
、（
48
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

（
49
）
選
挙
制
度
改
革
、（
50
）
第
四
次
産
業
革
命
、（
51
）
規
制
緩
和
（
規
制
改
革
を
含
む
）、（
52
）
情
報
公
開
、（
53
）
地
方
分
権
、

の
各
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
予
算
項
目
で
あ
れ
ば
、
増
額
を
主
張
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
減
額
を
主
張
し
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て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
現
状
維
持
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
の
か
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
項
目
に
つ
い
て
積
極
的
（
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
）
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
消
極
的
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
）
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
ど

ち
ら
で
も
な
い
の
か
、
に
分
類
し
た
。

　

第
二
に
、
有
権
者
の
民
意
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
時
に
投
票
行
動
研
究
会
が
行
っ
た
全
国
意
識
調
査

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査（

（1
（

）
を
用
い
た
。

　

第
三
に
、
国
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
直
後
に
召
集
さ
れ
た
第
一
九
五
回
特
別
国
会
（
二
〇
一

七
年
一
一
月
一
日
か
ら
同
年
一
二
月
九
日
ま
で
の
三
九
日
間
）
か
ら
第
二
〇
四
回
通
常
国
会
（
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日
か
ら
同
年
六
月
一

六
日
ま
で
の
一
五
〇
日
間
）
の
三
年
七
ヶ
月
に
わ
た
る
衆
議
院
の
す
べ
て
の
通
常
国
会
及
び
臨
時
国
会
、
特
別
国
会
に
お
い
て
法
案

の
審
議
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
各
衆
議
院
議
員
が
賛
成
し
た
の
か
反
対
し
た
の
か
棄
権
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
法
案
の
内
容
に
つ
い
て
前
述
の
選
挙
公
約
と
同
じ
項
目
に
従
っ
て
同
様
に
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
予

算
案
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
八
年
度
予
算
か
ら
二
〇
二
一
年
度
予
算
ま
で
の
す
べ
て
の
一
般
会
計
予
算
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

前
述
の
選
挙
公
約
の
項
目
と
同
様
に
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
で
当

選
し
た
候
補
者
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
選
挙
時
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
乖
離
を
計
算
し
た
。

三
．
分
析
結
果

（
一
）
選
挙
公
約
の
提
示

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
総
選
挙
小
選
挙
区
選
挙
に
お
い
て
各
候
補
者
が
有
権
者
に
ど
の
よ
う
な
選
挙
公
約
を
提
示
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
予
算
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
社
会
保
障
、
商
工
鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
住
宅
、
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一
般
行
政
、
司
法
・
警
察
の
六
項
目
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維
持
を
主
張
し
て
お
り
、
候
補
者
間
の
差
違
が
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
福
祉
で
は
増
額
を
主
張
す
る
候
補
者
が
五
五
％
い
る
の
に
対
し
て
現
状
維
持（（1
（

が
四
五
％
と

二
分
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
農
林
水
産
で
は
増
額
四
〇
％
と
現
状
六
〇
％
、
国
土
開
発
で
は
増
額
三
七
％
と
現
状
六
一
％
、
防
災

で
は
増
額
三
三
％
と
現
状
六
八
％
と
候
補
者
間
に
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全

化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
領
土
問
題
、
国
土
保
全
、
規
制
緩
和
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
の
八
項
目
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維

持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
は
五
九
％
の
候
補
者
が
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
六
七
％
の
候

補
者
が
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
主
張
し
、
残
り
の
候
補
者
は
現
状
維
持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
税
制
改
革
に
つ
い
て
も
四

五
％
の
候
補
者
が
積
極
的
で
あ
る
が
、
五
五
％
の
候
補
者
は
そ
う
で
は
な
い
と
分
か
れ
て
い
る
。
外
交
姿
勢
に
つ
い
て
も
四
〇
％
の

候
補
者
が
積
極
的
に
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
六
〇
％
の
候
補
者
は
そ
う
で
は
な
い
な
ど
選
挙
公
約
の
主
張
が

二
分
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
の
立
場
を
政
党
別
に
み
る
と
、
予
算
項
目
で
は
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
、
保
健
衛
生
、
教
育
・
研
究
、
商
工

鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
地
方
自
治
、
住
宅
、
一
般
行
政
、
司
法
・
警
察
の
一
〇
項
目
に
つ
い
て
は
、
与
野
党
間
に
大
き
な
差
違
が
み

ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
教
育
に
つ
い
て
は
多
く
の
政
党
が
増
額
す
べ
き
と
し
て
お
り
、
日
本
維
新
の
会
候
補
者
の
九
四
％
、
公
明
党

候
補
者
の
八
九
％
、
自
民
党
候
補
者
の
七
六
％
、
希
望
の
党
候
補
者
の
七
三
％
、
立
憲
民
主
党
候
補
者
の
七
〇
％
が
増
額
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
土
開
発
で
は
与
党
の
四
八
％
が
増
額
で
あ
る
が
野
党
は
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
与

党
候
補
者
の
四
五
％
（
野
党
は
二
六
％
）
が
農
林
水
産
増
額
、
与
党
の
四
三
％
（
野
党
は
一
一
％
）
が
防
災
増
額
、
与
党
の
三
八
％

（
野
党
は
一
〇
％
）
が
外
交
・
貿
易
増
額
、
与
党
の
三
七
％
（
野
党
は
一
九
％
）
が
中
小
企
業
増
額
、
与
党
の
三
三
％
（
野
党
は
八
％
）

が
防
衛
増
額
を
主
張
し
て
お
り
、
野
党
候
補
者
と
の
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
一
方
、
労
働
で
は
野
党
候
補
者
の
五
四
％
が
増
額
を
主

張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
の
六
七
％
が
現
状
維
持
で
あ
る
。
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次
に
賛
否
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
領
土
問
題
、
災
害
復
興
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
規
制
緩
和
、
地

方
分
権
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
候
補
者
が
現
状
維
持
か
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
発
稼
働
に
つ
い
て
は
野
党
候
補
者

の
過
半
数
と
な
る
五
七
％
が
消
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
与
党
候
補
者
で
は
二
％
し
か
い
な
い
。
ま
た
情
報
公
開
に
つ

い
て
野
党
候
補
者
の
二
六
％
が
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
で
は
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
同
様
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
野
党
候
補
者
の
二
八
％
が
積
極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
の
に
対
し

て
与
党
候
補
者
で
は
九
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
で
も
野
党
候
補
者
の
四
六
％
が
積
極
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
与
党
候
補
者
で
は
二
三
％
し
か
い
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
与
党
候
補
者
の
七
〇
％
が
地
方
創
生
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
野
党
候
補
者

で
は
三
七
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
与
党
候
補
者
の
三
四
％
が
観
光
政
策
を
積
極
に
行
う
と
選
挙
公
約
で
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
野
党
候
補
者
は
一
四
％
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
与
党
候
補
者
の
五
九
％
が
外
交
姿
勢
で
よ
り
強
い
態
度
で
臨
む

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
野
党
候
補
者
で
は
二
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
与
党
候
補
者
の
三
一
％
が
北
朝

鮮
に
対
し
て
強
い
態
度
で
臨
む
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
野
党
候
補
者
で
は
三
％
と
与
党
の
一
〇
分
の
一
し
か
い
な
い
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
の
第
四
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果
を
概
括
す
る
と
、
自
民
党
が
二
八
四
議
席
、
公
明
党
が
二
九
議

席
と
与
党
で
三
一
三
議
席
を
獲
得
し
、
野
党
は
立
憲
民
主
党
が
五
五
議
席
、
希
望
の
党
が
五
〇
議
席
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
党
で

国
会
議
席
の
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
民
党
と
公
明
党
を
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
と
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
を
合
わ
せ
た

グ
ル
ー
プ
の
二
グ
ル
ー
プ
間
で
選
挙
公
約
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
検
定
を
行
い
、
統
計
的
に
有
意
な
差
（
Ｆ
値
が
有
意
確

率
〇
・
〇
五
未
満
）
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
落
選
者
を
含
む
す
べ
て
の
候
補
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
は
立
憲
民
主
党
や
希
望
の
党
の
候
補

者
に
対
し
て
保
健
衛
生
、
防
衛
、
外
交
・
貿
易
、
農
林
水
産
、
運
輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
、
防
災
、
一
般
行
政
、
司
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法
・
警
察
の
各
分
野
で
予
算
の
増
額
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
は
労
働
と
地
方
自
治
の

分
野
の
予
算
増
額
に
つ
い
て
、
自
民
党
や
公
明
党
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
多
く
の
主
張
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
賛
否
項
目
に
つ
い

て
も
同
様
に
Ｆ
値
の
有
意
確
率
が
〇
・
〇
五
未
満
と
な
っ
た
項
目
を
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
稼
働
、

災
害
復
興
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
外
交
政
策
姿
勢
・
安
全
保
障
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、
社
会
保
障
制
度
改
革
、
第
四
次
産
業
革

命
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
の
候
補
者
は
、
働
き
方
改
革
、
多
様

化
社
会
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
規
制
緩
和
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
自
民
党
や
公
明
党
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
積

極
的
な
主
張
を
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
政
党
の
中
で
も
候
補
者
に
よ
っ
て
主
張
に
濃
淡
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
落
選
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
候
補
者
を
対
象
と
し
た
分
析
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
死
票
と
な
り
民

意
が
国
会
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
分
を
除
く
当
選
者
に
限
っ
て
分
析
す
る
と
、
予
算
項
目
で
は
全
候
補
者
の
場
合
と
比
べ
て
結
果
に
多

少
の
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
当
選
者
だ
け
を
み
る
と
、
自
民
党
と
公
明
党
の
候
補
者
が
立
憲
民
主
党
や
希
望

の
党
の
候
補
者
よ
り
も
統
計
的
に
有
意
に
増
額
の
主
張
を
し
て
い
る
の
は
、
予
算
項
目
で
防
衛
、
外
交
、
貿
易
、
農
林
水
産
、
運

輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
と
防
災
で
あ
り
、
一
方
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
の
候
補
者
が
増
額
を
多
く
主
張
し
て
い
る

の
は
労
働
分
野
で
あ
る
。
な
お
、
当
選
者
に
限
っ
て
賛
否
項
目
に
お
け
る
自
民
党
・
公
明
党
候
補
者
と
立
憲
民
主
党
・
希
望
の
党
候

補
者
の
間
の
相
違
は
、
全
候
補
者
を
分
析
対
象
と
し
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（
二
）
民
意
付
託
機
能

①
　
選
挙
公
約
と
選
挙
結
果

　

次
に
、
民
主
主
義
の
民
意
付
託
機
能
の
検
証
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
政
治
家
が
提
示
す
る
公
約
に
基
づ
い
て
有
権
者

が
投
票
先
を
選
択
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
率
を
従
属
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変
数
、
選
挙
公
約
や
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た（（1
（

。
ま
ず
、
候
補
者
全
体
で
は
前
職
・
元
職
、

与
党
、
国
土
開
発
、
子
育
て
支
援
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
し
て
働
き
、
高
い
得
票
率
と
の
間
に
有
意
な
関
連
が

み
ら
れ
る
（
表
1
）。
一
方
、
防
災
、
原
発
稼
働
、
経
済
税
制
改
革
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
示
す
こ
と
か
ら
、
低
い
得
票
率
と
の
関
連

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
与
党
の
候
補
者
に
限
っ
て
同
様
の
分
析
を
行
う
と
、
男
性
、
前
職
・
元
職
、
農
林
水
産
、
社
会
保
障

制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
野
党
の
候
補
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
前
職
・
元
職
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
、
国
土
開
発
、
財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
る
一
方
、
防
災
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
経
済
税
制
改
革
は
マ
イ

ナ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅰ
類（（1
（

を
行

っ
た
。
ま
ず
、
ア
イ
テ
ム
レ
ン
ジ
、
つ
ま
り
小
選
挙
区
に
お
け
る
得
票
率
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
い
順
番
に
独
立
変
数
を
挙
げ
る

と
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
所
属
政
党
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
住
宅
、
防
衛
、
司
法
・
警
察
、
運
輸
・
通
信
な
ど
で
あ
る
（
表
2
）。
ま
た
、

カ
テ
ゴ
リ
ス
コ
ア
の
絶
対
値
の
大
き
い
各
項
目
の
内
容
を
み
る
と
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
が
、
与
党
、
前
職
あ
る
い
は
元
職
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
消
極
的
、
商
工
鉱
業
予
算
の
増
額
、
地
方
自
治
予
算
の
増
額
、
情
報
公
開
積
極

的
な
ど
で
あ
る
と
と
も
に
財
政
健
全
化
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
商
工
鉱
業
や
地
方
自
治
の
予
算
を
増
や

す
こ
と
が
得
票
に
結
び
付
く
一
方
で
、
財
政
健
全
化
を
主
張
す
る
こ
と
も
得
票
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
矛
盾
し
た
政
策
を
主
張
す

る
こ
と
が
選
挙
に
と
っ
て
は
有
利
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
な
る
の
が
、

候
補
者
が
新
人
や
野
党
で
あ
る
こ
と
や
、
司
法
・
警
察
予
算
の
増
額
、
防
衛
費
の
減
額
、
防
災
予
算
の
増
額
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る

こ
と
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
、
学
歴（（1
（

が
大
卒
未
満
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
選
挙
公
約
と
小
選
挙
区
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
と
の
関
連
を
み
て
き
た
が
、
候
補
者
に
と
っ
て
は
得
票
率
以
上
に
小
選

挙
区
に
お
け
る
当
選
か
落
選
か
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
の
当
落
を
従
属
変
数
、
各
候
補
者
の
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非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 0.369 0.992 0.009 0.372 0.710
前・元／新 17.434 0.943 0.341 18.479 0.000
学歴 2.021 1.079 0.052 1.873 0.061
所属政党 15.609 1.255 0.239 12.435 0.000
社会福祉 0.909 0.970 0.063 0.937 0.349
年金・社会保障 －0.447 1.147 －0.027 －0.390 0.697
保健衛生 1.257 0.933 0.081 1.347 0.178
教育・研究 －1.009 0.898 －0.076 －1.123 0.262
労働 1.446 1.339 0.101 1.080 0.281
防衛 －0.318 0.861 －0.019 －0.369 0.712
外交・貿易 0.574 1.300 0.035 0.442 0.659
農林水産 1.254 0.895 0.083 1.402 0.161
商工鉱業 2.750 1.583 0.157 1.737 0.083
運輸・通信 －1.081 1.205 －0.063 －0.898 0.370
地方自治 2.263 1.912 0.128 1.184 0.237
住宅 2.116 2.686 0.118 0.788 0.431
中小企業 －0.623 0.920 －0.040 －0.677 0.498
国土開発 2.184 0.953 0.134 2.293 0.022
防災 －3.291 1.013 －0.209 －3.249 0.001
一般行政 －3.028 1.909 －0.165 －1.586 0.113
司法・警察 －3.687 2.231 －0.206 －1.653 0.099
財政健全化 2.188 1.608 0.124 1.361 0.174
TPP －4.196 2.143 －0.231 －1.958 0.051
原発稼働 －1.928 0.950 －0.093 －2.029 0.043
領土問題 1.107 2.506 0.062 0.442 0.659
災害復興 0.993 1.465 0.057 0.678 0.498
地方創生 1.548 0.871 0.106 1.777 0.076
女性活躍 0.254 1.122 0.015 0.226 0.821
観光政策 1.882 1.096 0.113 1.718 0.086
子育て支援 1.867 0.902 0.137 2.070 0.039
経済税制 －2.833 0.811 －0.201 －3.494 0.000
子どもの貧困対策 0.017 1.050 0.001 0.016 0.987
働き方改革 －1.618 1.374 －0.108 －1.177 0.239
多様化社会 －1.026 1.057 －0.063 －0.970 0.332
外交・安保 －0.650 1.083 －0.042 －0.600 0.549
北朝鮮への対応 －0.441 0.838 －0.025 －0.526 0.599
景気・雇用対策 1.332 0.982 0.081 1.356 0.175
社会保障制度改革 3.144 0.857 0.204 3.667 0.000
再生可能エネルギー －0.330 1.116 －0.020 －0.296 0.768
第 4 次産業革命 0.666 1.274 0.039 0.523 0.601
規制緩和 －1.271 1.504 －0.074 －0.845 0.398
情報公開 2.481 1.307 0.146 1.899 0.058
地方分権 1.703 1.397 0.101 1.219 0.223

R R2 乗 調整済 R2 推定値の標準誤差
.958 0.918 0.914 10.643

（全候補者）

2017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS）：係数

表 1　選挙公約・属性と小選挙区得票率・重回帰分析
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非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 6.697 2.413 0.125 2.775 0.006
前・元／新 7.799 2.991 0.148 2.608 0.010
学歴 1.177 3.825 0.023 0.308 0.758
社会福祉 －1.620 1.694 －0.082 －0.957 0.340
年金・社会保障 －2.588 2.227 －0.108 －1.162 0.246
保健衛生 －0.572 1.644 －0.027 －0.348 0.728
教育・研究 －2.765 1.598 －0.150 －1.731 0.085
労働 0.159 2.133 0.007 0.074 0.941
防衛 －1.000 1.523 －0.046 －0.656 0.512
外交・貿易 0.258 1.918 0.012 0.135 0.893
農林水産 3.095 1.455 0.152 2.127 0.034
商工鉱業 1.306 2.228 0.054 0.586 0.558
運輸・通信 －0.567 1.684 －0.025 －0.337 0.737
地方自治 3.127 4.052 0.124 0.772 0.441
住宅 2.641 5.645 0.104 0.468 0.640
中小企業 1.213 1.427 0.057 0.850 0.396
国土開発 0.679 1.482 0.033 0.458 0.647
防災 －2.090 1.453 －0.101 －1.438 0.152
一般行政 －1.722 5.395 －0.067 －0.319 0.750
司法・警察 －0.799 2.887 －0.032 －0.277 0.782
財政健全化 －1.576 2.440 －0.064 －0.646 0.519
TPP 1.060 3.636 0.042 0.292 0.771
原発稼働 －0.491 3.912 －0.019 －0.126 0.900
領土問題 6.921 3.723 0.274 1.859 0.064
災害復興 2.269 2.233 0.094 1.016 0.311
地方創生 1.163 1.426 0.062 0.816 0.415
女性活躍 －0.995 1.736 －0.043 －0.573 0.567
観光政策 0.807 1.444 0.037 0.559 0.577
子育て 1.185 1.540 0.063 0.770 0.442
経済税制 －1.190 1.446 －0.059 －0.823 0.411
子どもの貧困対策 －1.981 1.818 －0.084 －1.090 0.277
働き方改革 0.524 2.460 0.023 0.213 0.832
多様化社会 1.424 1.814 0.061 0.785 0.433
外交・安保 －0.675 1.884 －0.033 －0.358 0.720
北朝鮮への対応 －2.374 1.497 －0.108 －1.586 0.114
景気・雇用対策 0.505 1.589 0.023 0.318 0.751
社会保障制度改革 3.278 1.430 0.162 2.291 0.023
再生可能エネルギー －4.276 2.488 －0.174 －1.718 0.087
第 4 次産業革命 1.551 1.599 0.070 0.970 0.333
規制緩和 1.254 3.247 0.050 0.386 0.700
情報公開 11.725 9.381 0.457 1.250 0.213
地方分権 －1.092 3.366 －0.044 －0.324 0.746

R R2 乗 調整済 R2 推定値の標準誤差
.983 0.966 0.960 10.285

（与党候補者）

2017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS・与党）：係数

表 1（つづき）
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R R2 乗 調整済 R2 推定値の標準誤差
.925 0.856 0.846 10.531

（野党候補者）

2017 年衆院選小選挙区得票率（属性・選挙公報）（OLS・野党）：係数

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
モデル B 標準誤差 ベータ
性別 －0.666 1.100 －0.022 －0.605 0.545
前・元／新 17.844 1.017 0.365 17.541 0.000
学歴 1.241 1.137 0.042 1.092 0.275
社会福祉 2.785 1.194 0.257 2.333 0.020
年金・社会保障 1.692 1.379 0.138 1.227 0.220
保健衛生 2.496 1.161 0.214 2.150 0.032
教育・研究 －0.677 1.101 －0.068 －0.615 0.539
労働 2.265 1.765 0.218 1.283 0.200
防衛 0.176 1.102 0.014 0.160 0.873
外交・貿易 0.914 1.878 0.073 0.487 0.627
農林水産 0.346 1.159 0.030 0.299 0.765
商工鉱業 3.400 2.297 0.259 1.480 0.139
運輸・通信 －0.502 1.836 －0.038 －0.274 0.784
地方自治 1.306 2.220 0.100 0.589 0.556
住宅 －0.053 3.350 －0.004 －0.016 0.987
中小企業 －0.991 1.279 －0.083 －0.774 0.439
国土開発 3.205 1.292 0.247 2.481 0.013
防災 －3.431 1.488 －0.282 －2.305 0.021
一般行政 －2.529 2.145 －0.185 －1.179 0.239
司法・警察 －4.934 3.825 －0.369 －1.290 0.198
財政健全化 4.976 2.163 0.380 2.301 0.022
TPP －7.432 2.768 －0.548 －2.685 0.007
原発稼働 －1.732 1.021 －0.105 －1.696 0.090
領土問題 －4.792 3.586 －0.359 －1.336 0.182
災害復興 1.314 2.056 0.101 0.639 0.523
地方創生 1.381 1.145 0.122 1.206 0.228
女性活躍 0.235 1.509 0.019 0.156 0.876
観光政策 2.054 1.717 0.158 1.196 0.232
子育て 1.866 1.125 0.183 1.658 0.098
経済税制 －3.434 1.007 －0.330 －3.409 0.001
子どもの貧困対策 1.063 1.310 0.086 0.812 0.417
働き方改革 －2.666 1.712 －0.249 －1.558 0.120
多様化社会 －1.858 1.338 －0.155 －1.389 0.165
外交・安保 －0.073 1.366 －0.006 －0.053 0.958
北朝鮮への対応 0.482 1.037 0.035 0.464 0.643
景気・雇用対策 1.487 1.336 0.119 1.113 0.266
社会保障制度改革 3.203 1.098 0.271 2.918 0.004
再生可能エネルギー 0.228 1.286 0.019 0.177 0.860
第 4 次産業革命 1.731 2.332 0.132 0.742 0.458
規制緩和 －2.029 1.762 －0.163 －1.151 0.250
情報公開 1.820 1.352 0.149 1.346 0.179
地方分権 2.977 1.604 0.244 1.856 0.064

表 1（つづき）
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表 2　選挙公約・属性と小選挙区得票率・数量化理論Ⅰ類
分析精度

決定係数 0.707
調整済決定係数 0.692

アイテム レンジ
前・元／新 17.006
所属政党 14.627
TPP 6.513
住宅 3.959
防衛 3.721
司法・警察 3.653
運輸・通信 3.250
防災 2.918
商工鉱業 2.814
地方自治 2.646
社保制度改革 2.618
情報公開 2.501
国土開発 2.479
税制改革 2.190
財政健全化 2.112
災害国土 2.107
子育て支援 1.981
観光政策 1.912
領土問題 1.899
北朝鮮への対応 1.865
地方創生 1.688
働き方改革 1.671
学歴 1.664
労働 1.590
保健衛生 1.323
農林水産 1.314
景気・雇用対策 1.186
地方分権 1.155
外交・貿易 1.117
規制緩和 1.100
多様化社会 0.922
教育・研究 0.887
社会福祉 0.837
子どもの貧困対策 0.670
第 4 次産業革命 0.610
性別 0.356
外交安全保 0.283
中小企業 0.197
社会保障 0.187
再生可能エネルギー 0.136
女性活躍 0.066
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選
挙
公
約
と
属
性
（
与
党
／
野
党
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
性
別
、
学
歴
）
を
独
立
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

行
な
う
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
候
補
者
全
体
で
み
る
と
、
前
職
・
元
職
と
与
党
は
小
選
挙
区
当
選
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
り
、
男
性
、

大
卒
、
教
育
・
研
究
、
農
林
水
産
、
防
災
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、
知
る
権
利
・
情
報
公
開
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
プ
ラ
ス
の
要
因
に
は
、
選
挙
公
約
の
予
算
項
目
も
賛
否
項
目
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
与
党
で
あ
る
こ
と
と
前
職
・
元
職
で
あ

る
こ
と
の
み
が
統
計
的
に
有
意
に
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
与
党
の
候
補
者
だ
け
に
限
定
し
て
小
選
挙
区
の
当
落
を

み
る
と
、
性
別
が
男
性
で
あ
る
こ
と
、
女
性
活
躍
に
積
極
的
な
こ
と
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
予
算
項
目
や

賛
否
項
目
に
関
す
る
選
挙
公
約
と
小
選
挙
区
の
当
落
と
の
間
に
統
計
的
に
有
意
な
関
連
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、

与
党
候
補
者
の
選
挙
公
約
は
小
選
挙
区
の
当
落
に
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
野
党
の
候
補
者

に
限
っ
て
み
る
と
、
前
職
・
元
職
、
商
工
鉱
業
、
財
政
健
全
化
は
プ
ラ
ス
の
要
因
で
あ
り
、
男
性
、
一
般
行
政
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
、

規
制
緩
和
・
規
制
改
革
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
野
党
に
つ
い
て
み
る
と
、
財
政
健
全
化
を
主
張
す
る
こ
と
は
プ
ラ
ス

で
あ
る
一
方
で
、
公
務
員
給
与
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
当
落
を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
候
補
者
の
社
会
的
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅱ
類（（2
（

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
選
（
－
）
／
落
選
（
＋
）
の
軸
が
析
出
さ
れ
、
ア
イ
テ
ム
レ
ン
ジ
の
大
き
い
順
に
み
て
い
く
と
、
所
属

政
党
、
一
般
行
政
、
前
職
・
元
職
／
新
人
、
原
発
稼
働
、
司
法
・
警
察
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
地
方
自
治
、
労
働
、
国
土
開
発
、
災
害
復
興
、

女
性
活
躍
、
住
宅
な
ど
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ス
コ
ア
の
大
き
い
順
に
各
項
目
を
み
る
と
、
小
選
挙
区
の
当

選
と
プ
ラ
ス
の
関
連
を
も
つ
の
が
、
与
党
の
候
補
者
で
あ
る
こ
と
、
一
般
行
政
予
算
増
額
、
前
職
ま
た
は
元
職
で
あ
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
（
表
3
）。
一
方
、
マ
イ
ナ
ス
の
関
連
を
も
つ
の
が
、
野
党
、
新
人
、
司
法
・
警
察
予
算
の
増
額
、
国
土
開
発
予
算
の
削
減
、

女
性
活
躍
に
つ
い
て
積
極
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
に
お
け
る
判
別
的
中
率
は
八
七
・
三
％
で

あ
り
、
予
測
度
も
当
選
群
八
一
・
三
％
、
落
選
群
九
〇
・
〇
％
と
高
い
精
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
選
挙
公
約
と
小
選
挙
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表 3　選挙公約・属性と小選挙区当落・数量化理論Ⅱ類

判別的中率 87.3%

分析精度

落選群 90.0%
当選群 81.3%

予測度

アイテム レンジ
所属政党 1.505
一般行政 0.779
前・元／新 0.737
原発稼働 0.372
司法・警察 0.337
TPP 0.328
地方自治 0.277
労働 0.245
国土開発 0.218
災害国土 0.210
女性活躍 0.189
住宅 0.185
運輸・通信 0.181
財政健全化 0.176
防災 0.174
外交安全保 0.170
再生可能エネルギー 0.160
領土問題 0.160
働き方改革 0.157
農林水産 0.143
地方創生 0.140
子育て支援 0.131
外交・貿易 0.119
中小企業 0.102
防衛 0.100
地方分権 0.088
規制緩和 0.077
子どもの貧困対策 0.076
情報公開 0.073
景気・雇用対策 0.067
社会福祉 0.062
保健衛生 0.051
観光政策 0.047
第 4 次産業革命 0.044
学歴 0.041
教育・研究 0.037
多様化社会 0.035
社会保障 0.030
商工鉱業 0.023
北朝鮮への対応 0.022
性別 0.020
税制改革 0.015
社保制度改革 0.014
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区
に
お
け
る
当
選
／
落
選
の
関
連
を
み
る
と
、
選
挙
公
約
が
与
え
る
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
争
点
態
度
と
投
票
行
動

　

こ
れ
ま
で
二
〇
一
七
年
衆
議
院
議
員
選
小
選
挙
区
選
挙
に
立
候
補
し
た
候
補
者
の
選
挙
公
約
と
選
挙
結
果
の
関
連
と
い
う
候
補
者

の
視
点
か
ら
み
て
き
た
。
こ
こ
で
有
権
者
が
同
小
選
挙
区
選
挙
で
争
点
態
度
に
基
づ
い
て
投
票
行
動
を
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
有
権
者
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査
デ
ー
タ
（
争
点
態
度
に
関
す
る
設
問
は
、
外
交
・
安
全
保
障
、
福
祉
と
負
担
、
原
発
再
稼
働
、
憲
法
改

正
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
、
夫
婦
別
姓
の
六
項
目
）
を
用
い
て
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
投
票
行
動
を
、
①
野
党
候
補
投
票
、

②
棄
権
、
③
与
党
候
補
投
票
に
三
分
類
し
た
上
で
、
棄
権
を
ベ
ー
ス
（
参
照
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
と
す
る
多
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、Cox &

 Snell

疑
似
R2

は
〇
・
五
八
四
で
あ
り
、
与
党
候
補
投
票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
、
与
党

支
持
、
内
閣
支
持
、
高
齢
者
、
男
性
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
将
来
楽
観
で
あ
り
、
争
点
態
度
の
六
項
目
は
日
米
安
保
を
除
い
て
投

票
行
動
に
対
し
て
い
ず
れ
も
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
。
ま
た
野
党
候
補
投
票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
、
野
党
支
持
、
男

性
、
高
齢
者
、
内
閣
不
支
持
、
景
気
将
来
悲
観
、
憲
法
改
正
反
対
、
原
発
再
稼
働
反
対
で
あ
り
、
争
点
態
度
の
他
の
四
項
目
は
い
ず

れ
も
有
意
で
は
な
い
（
表
4
）。
な
お
、
与
党
投
票
と
野
党
投
票
の
双
方
に
高
齢
者
や
男
性
が
有
意
で
あ
る
の
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
棄
権
に
若
年
層
や
女
性
が
多
い
た
め
で
あ
り
、
与
党
投
票
と
野
党
投
票
を
比
較
す
る
と
、
野
党
投
票
の
方
が
高
齢
者
の
係
数
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅵ
第
一
波
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
投
票
行
動
を
、
①
野
党
候
補
投
票
、
②
棄
権
、

③
与
党
候
補
投
票
に
三
分
類
し
た
上
で
、
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
に
よ
る
分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
第
一
軸
と
し
て
「
与
党
投
票
vs
野

党
投
票
」（
相
関
比0.444**

、
判
別
的
中
率
七
四
・
二
％
）、
第
二
軸
と
し
て
「
投
票
vs
棄
権
」（
相
関
比0.282**

、
判
別
的
中
率
七
〇
・
二

％
）
が
析
出
さ
れ
た
（
表
5
）。
第
一
軸
（
与
党
投
票
vs
野
党
投
票
）
に
対
す
る
説
明
力
が
高
い
（
レ
ン
ジ
及
び
偏
相
関
は
い
ず
れ
も
有
意
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表 4　小選挙区投票行動決定要因：多項ロジスティック回帰分析

Cox&Snell 疑似 R2 0.584

Nagelkerke 疑似 R2 0.657

McFadden 疑似 R2 0.399

パラメータ推定値
B 標準誤差 Wald 有意確率

与党投票

支持政党 1.282 0.108 142.118 0.000
内閣支持 0.789 0.147 28.642 0.000
年代 0.190 0.056 11.319 0.001
性別 －0.491 0.148 11.033 0.001
内閣業績評価 0.317 0.113 7.834 0.005
景気将来観 0.302 0.109 7.695 0.006
日米安保 －0.195 0.080 5.980 0.014
景気状態感 0.217 0.114 3.612 0.057
憲法 9 条自衛隊明記 －0.177 0.107 2.719 0.099
原発再稼働 －0.127 0.078 2.682 0.102
夫婦別姓 －0.116 0.072 2.625 0.105
福祉と負担 －0.114 0.080 2.034 0.154
世帯年収 0.035 0.027 1.784 0.182
学歴 0.107 0.080 1.776 0.183
政治満足 －0.057 0.098 0.344 0.557
憲法改正 －0.035 0.103 0.117 0.733
景気向上感 0.027 0.136 0.039 0.843
居住年数 0.013 0.075 0.029 0.865

野党投票

支持政党 －1.259 0.102 151.492 0.000
性別 －0.834 0.129 41.925 0.000
年代 0.327 0.051 40.316 0.000
内閣支持 －0.411 0.131 9.869 0.002
景気将来観 －0.255 0.091 7.842 0.005
憲法改正 0.222 0.085 6.784 0.009
原発再稼働 0.155 0.072 4.620 0.032
学歴 0.091 0.069 1.716 0.190
内閣業績評価 －0.114 0.097 1.374 0.241
夫婦別姓 －0.071 0.065 1.194 0.274
福祉と負担 －0.066 0.068 0.930 0.335
日米安保 －0.063 0.071 0.797 0.372
憲法 9 条自衛隊明記 －0.068 0.086 0.627 0.429
景気状態感 －0.062 0.096 0.424 0.515
政治満足 －0.058 0.093 0.395 0.530
景気向上感 －0.067 0.113 0.357 0.550
居住年数 0.037 0.067 0.303 0.582
世帯年収 0.012 0.023 0.249 0.618

小選挙区投票行動：多項ロジスティック回帰分析
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平均 分散 標準偏差
野党投票 －0.719 0.441 0.664
棄権 －0.194 0.582 0.763
与党投票 1.207 0.599 0.774

平均 分散 標準偏差
野党投票 －0.864 1.017 1.009
棄権 0.428 0.712 0.844
与党投票 －0.311 0.449 0.670

相関比 0.444
p 値 0.000
有意確率 ＊＊

相関比 0.282
p 値 0.000
有意確率 ＊＊

アイテム名 レンジ
支持政党 1.432 1 位
内閣支持 0.968 2 位
政治満足度 0.678 3 位
内閣業績評価 0.541 4 位
景気状態感 0.371 5 位
景気将来観 0.276 6 位
景気向上感 0.202 7 位
原発再稼働 0.184 8 位
憲法 9 条自衛隊 0.163 9 位
世帯収入 0.162 10 位
憲法改正 0.159 11 位
政治関心度 0.154 12 位
夫婦別姓 0.147 13 位
学歴 0.136 14 位
年代 0.134 15 位
福祉と負担 0.110 16 位
日米安保 0.103 17 位
性別 0.073 18 位
居住年数 0.006 19 位

アイテム名 レンジ
支持政党 1.426 1 位
政治関心度 1.389 2 位
年代 0.777 3 位
景気将来観 0.519 4 位
政治満足度 0.473 5 位
内閣支持 0.459 6 位
景気向上感 0.367 7 位
世帯収入 0.364 8 位
憲法改正 0.329 9 位
内閣業績評価 0.281 10 位
性別 0.219 11 位
学歴 0.192 12 位
原発再稼働 0.183 13 位
日米安保 0.167 14 位
夫婦別姓 0.149 15 位
景気状態感 0.145 16 位
居住年数 0.141 17 位
憲法 9 条自衛隊 0.085 18 位
福祉と負担 0.029 19 位

表 5　有権者の投票行動：数量化理論Ⅱ類
1 軸：与党投票 vs 野党投票 2 軸：棄権 vs 投票
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確
率
〇
・
〇
五
未
満
）
の
は
、
支
持
政
党
、
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
状
態
感
、
景
気
将
来
観
、
景
気
向

上
感
で
あ
り
、
こ
れ
に
原
発
再
稼
働
賛
成
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
賛
成
、
世
帯
収
入
が
続
い
て
い
る
。
争
点
態
度
の
他
の
四
項
目

は
有
意
で
は
な
い
。
ま
た
、
第
二
軸
（
投
票
vs
棄
権
）
に
対
す
る
説
明
力
が
高
い
（
レ
ン
ジ
及
び
偏
相
関
の
い
ず
れ
も
有
意
）
の
は
、

支
持
政
党
、
政
治
関
心
度
、
年
代
、
景
気
将
来
観
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
支
持
、
景
気
向
上
感
、
世
帯
収
入
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
選
挙
に
際
し
て
有
権
者
の
投
票
行
動
を
決
定
す
る
要
因
は
支
持
政
党

や
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
や
景
気
状
態
感
の
割
合
が
大
き
く
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
対
す
る
争
点
態
度
の
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
。

（
三
）
代
議
的
機
能

　

こ
こ
で
、
政
治
家
が
有
権
者
に
約
束
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
に
整
合
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
代
議
的
機
能

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
は
じ
め
に
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
間
の
整
合
性
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
衆
議
院
の
本
会
議
に
お
け
る
予
算
案
お
よ
び
法
案
の
審
議
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
と
、
当
該
の
予
算
や
法
案
の
内
容

分
析
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
会
活
動
を
分
析
し
た
。
た
と
え
ば
、
予
算
項
目
の
う
ち
社
会
福
祉
に
つ
い
て
み
る
と
、「
選
挙
公

約
の
な
か
で
社
会
福
祉
予
算
に
つ
い
て
各
候
補
者
が
ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
と
、「
予
算
案
及
び
法
案

の
審
議
に
お
い
て
社
会
福
祉
予
算
の
増
減
に
対
し
て
各
衆
議
院
委
員
が
賛
成
し
て
い
る
の
か
反
対
し
て
い
る
の
か
」
と
の
関
係
を
み

る
こ
と
に
し
た
。
賛
否
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
た
と
え
ば
地
方
創
生
で
あ
れ
ば
、
選
挙
公
約
で
地
方
創
生
に
対
し
て
積
極
的
な

意
見
を
述
べ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
消
極
的
な
意
見
を
主
張
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
現
状
の
ま
ま
で
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

と
、
地
方
創
生
に
関
す
る
法
案
に
対
す
る
各
衆
議
院
議
員
の
賛
成
／
反
対
、
な
ら
び
に
当
該
法
案
が
地
方
創
生
に
前
向
き
な
の
か
、

後
ろ
向
き
な
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
内
容
な
の
か
と
い
う
内
容
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
予
算
案
や
法
案
審
議
に
お
け
る
賛
成
・
反
対
を
項
目
別
に
み
る
と
、
規
制
緩
和
や
災
害
復
興
、
地
方
創
生
に
関
す
る
法
案

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
賛
成
の
頻
度
が
多
い
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
法
案
が
多
く
は
な
い
こ
と
と
反
対
数
も
一
定
程
度
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。
ま
た
社
会
福
祉
や
社
会
保
障
、
労
働
、
一
般
行
政
な
ど
は
予
算
案
審
議
以
外
に
関
連
法
案
審
議
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

賛
成
の
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
予
算
案
・
法
案
の
各
項
目
の
審
議
数
が
異
な
り
、
ま
た
選
挙
公
約
に
お
け
る
各
項

目
の
数
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
項
目
の
予
算
案
・
法
案
審
議
と
選
挙
公
約
を
各
々
、
基
準
化
（
平
均
0
、
標
準
偏
差
1
）
し
た
上

で
両
者
の
乖
離
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
選
挙
公
約
と
予
算
お
よ
び
法
案
に
対
象
項
目
が
無
い
場
合
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

選
挙
公
約
で
は
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
言
及
し
た
候
補
者
が
一
定
程
度
い
た
が
、
国
会
で
大
阪
都
構
想
に
関
す
る
法
案
が
審
議
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
は
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
整
合
性
分
析
か
ら
は
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
結
果
、
予
算
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
、
年
金
・
社
会
保
障
、
保
健
衛
生
、
教
育
・
研
究
、
労
働
、
防
衛
、
外
交
・
貿
易
、
農
林

水
産
、
商
工
鉱
業
、
運
輸
・
通
信
、
地
方
自
治
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
、
防
災
、
一
般
行
政
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
様
に
、
賛
否
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
子
育
て
支
援
、
経
済
財
政
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
働
き

方
改
革
、
外
交
・
安
保
、
景
気
・
雇
用
対
策
、
第
四
次
産
業
革
命
、
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
で
当
選
し
た
小
選
挙
区
候
補
者
の
乖
離
を
項
目
別
に
み
る
と
、
地
方
分
権
と
地
方
自
治
、
社
会
福

祉
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
選
挙
公
約
で
主
張
し
た
以
上
に
、
法
案
審
議
で
地
方
分
権
に
積
極
的
で
あ
る
と
と
も
に
予
算
案
や
法

案
の
審
議
で
地
方
自
治
や
社
会
福
祉
の
増
額
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
教
育
と
労
働
、
保
健
衛
生
の
増
額
が
こ
れ

に
続
い
て
い
る
。
一
方
、
第
四
次
産
業
革
命
や
防
衛
、
一
般
行
政
、
中
小
企
業
、
社
会
保
障
な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

選
挙
公
約
で
示
し
た
よ
り
も
消
極
的
、
な
い
し
は
増
額
に
賛
成
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
予
算
案
や

法
案
審
議
に
お
け
る
賛
成
・
反
対
の
頻
度
で
あ
り
、
実
際
の
予
算
の
増
減
に
必
ず
し
も
連
動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
各
候
補
者
一
人
一
人
の
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
間
の
整
合
性
、
す
な
わ
ち
、
乖
離
の
絶
対
値
（
以
下
、
乖
離
）
を
測
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定
し
て
、
各
候
補
者
の
属
性
別
に
乖
離
の
度
合
い
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
与
党
と
野
党
に
分
け
て
乖
離
の
度
合
い

を
み
る
と
、
予
算
項
目
の
乖
離
、
賛
否
項
目
の
乖
離
、
両
項
目
の
乖
離
の
合
計
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
与
党
の
乖
離
の
度
合
い
の

方
が
小
さ
く
、
野
党
の
乖
離
の
度
合
い
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
与
党
の
場
合
、
衆
議
院
で
過
半
数
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
、
自
分
た
ち
の
主
張
に
基
づ
く
予
算
案
や
法
案
を
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
て
、
野
党
は

自
分
た
ち
の
主
張
を
続
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
主
張
は
通
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
野
党
の
場
合
は
、
与
党
に

あ
る
程
度
の
妥
協
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
選
挙
公
約
と
実
際
の
国
会
活
動
で
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
選
挙
公
約
と
衆
議
院
で
の
国
会
活
動
の
乖
離
と
議
員
属
性
の
相
関
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
予
算
項
目
に
つ

い
て
の
乖
離
は
二
〇
一
七
年
衆
議
院
選
小
選
挙
区
で
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（
相
関
係
数
は

－0.174***

）
こ
と

が
わ
か
る
。
同
様
に
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（

－0.670***

）。
こ
れ
は
、
小
選
挙
区
で
得
票
率
が
高
い
議
員
、
つ
ま
り
、

余
裕
を
も
っ
て
当
選
し
て
い
る
議
員
ほ
ど
、
自
分
の
本
来
の
政
策
を
選
挙
公
約
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
得
票
率
が
低
く
ギ
リ
ギ
リ
で
当
選
す
る
候
補
者
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
、
有
権
者
に
近
づ
い
て
現
実
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
も
選
挙
公
約
で
主
張
（
例
え
ば
、
財
政
再
建
に
積
極
的
で
あ
る
一
方
、
様
々
な
予
算
を
増
額
す
る
）
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
同
様
に
、
賛
否
項
目
に
つ
い
て
の
乖
離
を
み
て
も
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
く

（

－0.270***

）、
ま
た
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
（

－0.473***

）
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
予
算
項
目
の
乖
離
と
賛
否
項

目
の
乖
離
を
合
計
し
た
場
合
を
み
て
も
同
様
に
、
二
〇
一
七
年
の
得
票
率
が
高
い
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
く
（

－0.268***

）、
与
党

の
議
員
ほ
ど
乖
離
の
合
計
が
小
さ
い
（

－0.642***

）。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
と
議
員
の
属
性
を
検
定
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
小
選
挙
区
で
当
選
を
し
て
い

る
か
、
比
例
復
活
当
選
を
し
て
い
る
か
（
小
選
挙
区
で
も
比
例
で
も
落
選
を
し
て
い
る
候
補
者
は
国
会
議
員
で
は
な
く
国
会
活
動
は
な
い
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の
で
分
析
の
対
象
外
）
に
つ
い
て
は
、
予
算
項
目
の
乖
離
で
も
賛
否
項
目
の
乖
離
で
も
、
あ
る
い
は
両
者
の
乖
離
を
合
計
し
た
い
ず

れ
に
お
い
て
も
小
選
挙
区
当
選
者
よ
り
も
比
例
復
活
当
選
者
の
乖
離
の
方
が
大
き
い
（
Ｆ
値
の
有
意
水
準0.05

未
満
）。
同
様
に
、
所

属
政
党
が
与
党
で
あ
る
か
野
党
で
あ
る
か
に
つ
い
て
み
て
も
、
予
算
項
目
、
賛
否
項
目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
与
党

議
員
よ
り
も
野
党
議
員
の
乖
離
の
方
が
大
き
い
（
Ｆ
値
の
有
意
水
準0.05

未
満
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
性
別
は
、
予
算
項
目
、
賛
否
項

目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
の
乖
離
に
お
い
て
も
有
意
水
準
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
学
歴
に
つ
い
て
も
予
算
項
目
、

賛
否
項
目
、
両
者
の
合
計
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
有
意
水
準
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
。

　

こ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
を
従
属
変
数
、
議
員
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
予

算
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
は
調
整
済
みR
2

＝0.647

で
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
6
）。

ま
た
、
賛
否
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
同
様
の
分
析
を
行
な
う
と
調
整
済
みR

2

＝0.336

で
、
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
。

さ
ら
に
、
予
算
と
賛
否
の
両
方
を
合
計
し
た
乖
離
を
従
属
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
て
み
る
と
調
整
済
みR

2

＝0.581

で
、
こ
こ
で
も
与
党
の
議
員
ほ
ど
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
を
従
属
変
数
、
議
員
の
属
性
を
独
立
変
数
と
す
る
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
予
算
項
目
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
調
整
済
決
定
係
数0.442
で
与
党
か
野
党
か
と
い
う
政
党
所
属
の
レ
ン
ジ
が7.452

と
圧
倒

的
に
大
き
く
、
こ
れ
に
性
別
と
小
選
挙
区
結
果
（
当
選
か
比
例
復
活
か
）
が
続
い
て
い
る
（
表
7
）。
つ
ま
り
、
野
党
や
女
性
の
衆
議

院
議
員
の
乖
離
が
大
き
く
、
与
党
議
員
や
新
人
の
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
賛
否
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
に
数
量
化
理
論
Ⅰ

類
を
行
な
う
と
、
調
整
済
決
定
係
数0.233

で
、
こ
こ
で
も
政
党
所
属
の
レ
ン
ジ
が
も
っ
と
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

予
算
項
目
と
賛
否
項
目
を
合
わ
せ
た
乖
離
に
つ
い
て
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
を
行
う
と
、
調
整
済
決
定
係
数0.411

で
、
政
党
所
属
の
レ

ン
ジ
が
も
っ
と
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
野
党
や
比
例
復
活
し
た
政
治
家
の
乖
離
が
大
き
く
、
新
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R2 調整済み R2 推定値の標準誤差
0.651 0.647 4.125

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 2.357 0.679 0.322 3.472 0.001
性別 1.630 0.661 0.223 2.464 0.014
与党／野党 －7.433 0.477 －0.889 －15.576 0.000
学歴 6.229 0.679 0.878 9.177 0.000

乖離予算

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 2.997 0.969 0.400 3.094 0.002
性別 1.178 0.929 0.158 1.268 0.206
与党／野党 －6.982 0.686 －0.825 －10.184 0.000
学歴 4.093 0.954 0.565 4.290 0.000

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
B 標準誤差 ベータ

前・元／新 5.109 1.351 0.388 3.783 0.000
性別 2.829 1.296 0.216 2.182 0.030
与党／野党 －14.228 0.956 －0.957 －14.880 0.000
学歴 10.350 1.331 0.814 7.778 0.000

R2 調整済み R2 推定値の標準誤差
0.343 0.336 5.781

乖離賛否

R2 調整済み R2 推定値の標準誤差
0.585 0.581 8.063

乖離総計

表 6　2017 年衆院選時の選挙公約と
2017 年―2021 年衆院予算・法案審議の乖離の要因：重回帰分析
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決定係数 0.449
修正済決定係数 0.442

アイテム レンジ
与党／野党 7.452 1 位
性別 0.691 2 位
小選挙区結果 0.446 3 位
学歴 0.111 4 位
前元／新 0.095 5 位

分析精度
〈乖離予算〉

－4.0 －3.0 －2.0 －1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

表 7　2017 年衆院選時の選挙公約と 2017 年―2021 年衆議院予算・法案審議の乖離の要因
：数量化理論Ⅰ類
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分析精度
〈乖離賛否〉

決定係数 0.243
修正済決定係数 0.233

アイテム レンジ
与党／野党 6.408 1 位
前元／新 2.258 2 位
小選挙区結果 1.813 3 位
性別 0.256 4 位
学歴 0.220 5 位

－3.0 －2.0 －1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

表 7（つづき）
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分析精度
〈乖離総計〉

－6.000 －4.000 －2.000 0.000 2.000 4.000 6.000 8.000 10.000 12.000

比例復活
小選挙区当選

新人
前元職
女性
男性

与党

大卒

カテゴリースコア

野党

大卒未満

決定係数 0.418
調整済決定係数 0.411

アイテム レンジ
与党／野党 13.860 1 位
前元／新 2.353 2 位
小選挙区結果 1.367 3 位
性別 0.947 4 位
学歴 0.332 5 位

表 7（つづき）
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人
や
与
党
所
属
、
小
選
挙
区
で
当
選
し
た
政
治
家
の
乖
離
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
四
）
事
後
評
価
機
能

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
衆
議
院
議
員
の
中
に
も
乖
離
が
大
き
い
議
員
と
小
さ
い
議
員
が
お
り
、
次
回
衆
院
選
時
の
当
落
や
得

票
率
に
反
映
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
事
後
評
価
機
能
が
働
く
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
も
し
、
当
選
時
の

選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
間
の
乖
離
が
次
回
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
や
当
落
と
関
連
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
家
が
選

挙
公
約
を
遵
守
す
る
誘
因
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
乖
離
と
次
回
選
挙
の
結
果
に
関
連
が
な
い
の
で
れ
ば
、
政
治

家
は
安
心
し
て
選
挙
公
約
を
無
視
し
て
国
会
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
代
議
制
民
主
主
義
の
機
能
不
全
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
と
次
回
衆
院
選
の
結
果
の
関
連
を
分
析
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
各
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
「
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
の
乖
離
」
と
次
回

衆
院
選
に
お
け
る
小
選
挙
区
得
票
率
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
二
〇
二
一
年
の
第
五
〇
回
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
従
属
変
数
、

選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
、
当
選
回
数
、
性
別
、
学
歴（（2
（

、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
独
立
変
数
と
す
る
重
回
帰

分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
は
次
回
衆
院
選
に
お
け
る
得
票
率
に
有
意
に
影
響
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
8
）。
さ
ら
に
、
与
党
衆
議
院
議
員
だ
け
を
取
り
出
し
て
分
析
を
行
っ
て
み
て
も
、
次
回
衆

院
選
得
票
率
に
対
し
て
当
選
回
数
や
学
歴
、
前
回
得
票
率
が
有
意
に
影
響
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離

は
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
。
同
様
に
、
野
党
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
み
て
も
、
乖
離
は
有
意
な
要
因
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
言
い
換
え
る
と
、
衆
院
選
小
選
挙
区
候
補
者
が
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
を
当
選
後
の
国
会
活
動
で
遵
守
し
な

く
て
も
、
次
回
衆
院
選
小
選
挙
区
の
得
票
率
に
影
響
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
政
治
家
は
安
心
し
て
選
挙
公
約
を
無
視

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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R R2 乗 調整済 R2 乗 推定値の
標準誤差

0.786 0.617 0.612 7.6351

R R2 乗 調整済 R2 乗 推定値の
標準誤差

0.794 0.631 0.623 7.6048

R R2 乗 調整済 R2 乗 推定値の
標準誤差

0.734 0.539 0.514 7.2454

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 4.996 3.265 1.530 0.127
乖離総計 －0.004 0.044 －0.003 －0.092 0.927
当選回数 －0.404 0.160 －0.095 －2.523 0.012
性別 0.479 1.420 0.012 0.337 0.736
大卒 1.869 2.259 0.028 0.827 0.409
得票率 2017 0.915 0.043 0.818 21.173 0.000

表 8　選挙公約と国会活動の乖離 x2021 年衆院選小選挙区得票率
（全体）

（与党）

（野党）

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 －2.330 4.334 －0.538 0.591
乖離総計 0.044 0.124 0.014 0.351 0.726
当選回数 －0.520 0.199 －0.115 －2.606 0.010
性別 －2.169 1.848 －0.048 －1.174 0.242
大卒 7.430 3.170 0.094 2.343 0.020
得票率 2017 1.003 0.053 0.837 18.850 0.000

非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率
標準誤差 ベータ

定数 14.521 5.084 2.856 0.005
乖離総計 －0.067 0.060 －0.078 －1.100 0.274
当選回数 －0.272 0.258 －0.083 －1.054 0.295
性別 3.527 2.176 0.118 1.621 0.108
大卒 －3.159 3.088 －0.073 －1.023 0.309
得票率 2017 0.765 0.081 0.727 9.475 0.000
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次
に
、
二
〇
二
一
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
の
当
落（（2
（

を
従
属
変
数
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
、
当
選
回
数
、
性
別
、
学
歴
、

二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
得
票
率
を
独
立
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
選
挙
公
約
と
国

会
活
動
の
乖
離
は
小
選
挙
区
で
の
当
落
に
有
意
に
影
響
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
9
）。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
を

与
党
と
野
党
に
分
け
て
同
様
の
分
析
を
行
な
っ
て
み
て
も
、
乖
離
は
次
回
衆
院
選
で
の
小
選
挙
区
の
当
落
に
影
響
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
公
約
を
見
て
い
な
い
有
権
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
衆
議
院

議
員
が
当
選
後
の
国
会
で
ど
の
法
案
に
賛
成
し
た
の
か
反
対
し
た
の
か
を
注
視
し
て
い
る
有
権
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
衆
議
院
議
員
に
と
っ
て
当
選
後
は
選
挙
公
約
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
党
の
方
針
に
則
し
て
法
案
や
予
算
案

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
論
文
の
冒
頭
で
述
べ
た
代
議
制
民
主
主
義
の
擬
制
が
実
現
せ
ず
、
機
能

不
全
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
五
）
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
の
候
補
者
に
よ
っ
て
有
権
者
に
提
示
さ
れ
た
選
挙
公

約
は
、
与
党
と
野
党
の
間
で
有
意
な
違
い
が
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
自
民
党
と
公
明
党
は
立
憲
民
主
党
や
希
望
の
党
に
対
し
て
防
衛
、

外
交
・
貿
易
、
農
林
水
産
、
運
輸
・
通
信
、
中
小
企
業
、
国
土
開
発
な
ど
の
各
分
野
で
予
算
増
額
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

原
発
、
災
害
復
興
、
地
方
創
生
、
観
光
政
策
、
外
交
政
策
姿
勢
・
安
全
保
障
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
主
張
を

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
立
憲
民
主
党
と
希
望
の
党
は
労
働
と
地
方
自
治
の
分
野
の
予
算
増
額
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
働
き

方
改
革
、
多
様
化
社
会
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
規
制
緩
和
・
規
制
改
革
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
与
党
よ
り
も
積
極

的
な
主
張
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
与
野
党
間
で
違
い
が
み
ら
れ
る
選
挙
公
約
が
各
候
補
者
の
選
挙
結
果
と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
か
を
二
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表 9　選挙公約と国会活動の乖離 x2021 年衆院選小選挙区当落：二項ロジット回帰
（全体） Cox-Snell R2 乗 Ngelkerke R2 乗

0.303 0.416

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.014 0.016 0.842 1 0.359 0.986
当選回数 －0.045 0.055 0.687 1 0.407 0.956
性別 －0.229 0.464 0.243 1 0.622 0.795
大卒 0.727 0.714 1.036 1 0.309 2.070
得票率 2017 0.172 0.023 57.446 1 0.000 1.188
定数 －7.609 1.286 34.997 1 0.000 0.000

（与党） Cox-Snell R2 乗 Ngelkerke R2 乗
0.349 0.498

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.063 0.045 1.967 1 0.161 0.939
当選回数 －0.118 0.079 2.228 1 0.136 0.889
性別 －0.783 0.700 1.251 1 0.263 0.457
大卒 1.171 1.190 0.968 1 0.325 3.226
得票率 2017 0.254 0.038 45.151 1 0.000 1.289
定数 －10.883 2.075 27.510 1 0.000 0.000

（野党） Cox-Snell R2 乗 Ngelkerke R2 乗
0.168 0.225

標準誤差 Wld 自由度 有意確率 Exp（）
乖離総計 －0.020 0.021 0.837 1 0.360 0.981
当選回数 －0.008 0.078 0.011 1 0.917 0.992
性別 0.173 0.659 0.069 1 0.793 1.188
大卒 0.783 0.929 0.710 1 0.400 2.188
得票率 2017 0.098 0.030 10.761 1 0.001 1.103
定数 －4.731 1.718 7.580 1 0.006 0.009
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項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
で
分
析
す
る
と
、
選
挙
公
約
の
予
算
項
目
も
賛
否
項
目
も
小
選
挙
区
選
挙
に
お
け
る
当
選
に
プ
ラ
ス
の
効

果
が
み
ら
れ
ず
、
特
に
与
党
の
候
補
者
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
を
用
い
て
分
析
し
て

み
て
も
、
選
挙
公
約
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
有
権
者
の
投
票
行
動
か
ら
み
て
も
同
様
で
あ
り
、
多
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
、
与
党
候
補
投

票
に
有
意
な
効
果
が
あ
る
の
は
与
党
支
持
、
内
閣
支
持
、
高
齢
者
、
男
性
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
将
来
楽
観
で
あ
り
、
争
点
態
度

の
六
項
目
は
日
米
安
保
を
除
い
て
投
票
行
動
に
対
し
て
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
数
量
化
理
論
Ⅱ
類
を
用
い
て
分
析
し

て
も
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
投
票
行
動
に
有
意
な
の
は
支
持
政
党
、
内
閣
支
持
、
政
治
満
足
度
、
内
閣
業
績
評
価
、
景
気
状
態
感
、

景
気
将
来
観
、
景
気
向
上
感
で
あ
り
、
こ
れ
に
原
発
再
稼
働
賛
成
、
憲
法
九
条
自
衛
隊
明
記
賛
成
、
世
帯
収
入
が
続
き
、
争
点
態
度

の
他
の
四
項
目
は
い
ず
れ
も
有
意
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
選
挙
を
通
し
て
争
点
に
対
す
る
有
権
者
の
民
意
が
政
治
家
に
付
託
さ
れ
る

と
い
う
民
意
付
託
機
能
は
限
定
的
に
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
当
選
し
た
衆
議
院
議
員
が
当
選
時
に
有
権
者
に
提
示
し
た
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会

に
お
け
る
予
算
案
や
法
案
に
つ
い
て
の
審
議
と
の
間
に
整
合
性
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
代
議
制
機
能
を
分
析
す
る
と
、
重
回

帰
分
析
で
も
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
で
も
与
党
の
乖
離
が
小
さ
く
野
党
の
乖
離
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
野
党
議
員
の
選
挙
公
約
は
あ
ま
り

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
選
挙
公
約
と
国
会
活
動
の
乖
離
が
次
回
衆
院
選
に
影
響
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
後
評
価
機
能
を
み
る
た
め
に
、
小

選
挙
区
得
票
率
を
従
属
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
や
小
選
挙
区
で
の
当
落
を
従
属
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
乖
離
が
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
選
挙
を
通
し
て
有
権
者
の
民
意
が
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
で
「
自
分
達
が
自
分
達
の
こ
と
を
決
定
す
る
」
と
い
う
代
議

制
民
主
主
義
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「
国
会
の
多
数
決
で
決
定
し
て
い
る
か
ら
良
い
で
は
な
い
か
」
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と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
の
与
党
候
補
者
の
獲
得
票
は
有
権
者
一
〇
六
、〇
九
一
、二
二
九
人
の
内
、

落
選
し
た
与
党
候
補
者
の
得
票
を
加
え
て
も
二
七
、三
三
三
、一
七
五
票
（
自
民
党
候
補
二
六
、五
〇
〇
、七
二
二
票
＋
公
明
党
候
補
八
三

二
、四
五
三
票
）
で
二
五
・
七
六
％
と
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
（
比
例
代
表
選
挙
で
は
両
党
合
計
で
二
四
・
〇
六
％
）。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
結
局
、
九
〇
年
代
の
政
治
改
革
で
想
定
さ
れ
て
い
た
小
選
挙
区
制
に
す
れ
ば
政
策
論
争
が
起
き
て
有

権
者
の
意
向
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
代
議
制
民
主
主
義
の
擬
制
が
実
現
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
小
選
挙
区
で
政
治
家
を

選
ぶ
際
の
多
数
決
と
国
会
で
の
予
算
案
・
法
案
審
議
の
際
の
多
数
決
を
二
回
行
う
こ
と
に
伴
う
「
多
数
決
の
多
数
決
＝
少
数
決
」
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
膨
大
な
分
析
を
行
っ
た
目
的
は
、
代
議
制
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
実
証
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
与
野
党
の
得
票
率
や
議
席
率
と
い
っ
た
従
来
の
外
形
的
な
民
主
主
義
指
標
の
代
わ
り
に
、「
機
能
」

と
い
う
視
点
か
ら
新
た
な
民
主
主
義
指
標
を
創
出
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
公
約
研
究
や
投
票
行
動
研
究
、
議
会
研
究
な
ど

個
々
に
行
わ
れ
て
い
た
政
治
過
程
の
計
量
分
析
を
「
代
議
制
民
主
主
義
の
機
能
」
と
い
う
枠
組
み
で
融
合
さ
せ
る
た
め
で
あ
る（（2
（

。

（
1
）　D

ahl, Robert. 1971. Polyarchy: Participation and O
pposition, Y

ale U
niversity Press.

（
高
畠
通
敏
訳
『
ポ
リ
ア
ー
キ

ー
』
三
一
書
房
、
一
九
八
一
年
。
高
畠
通
敏
・
前
田
脩
訳
『
ポ
リ
ア
ー
キ
ー
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）

（
2
）　

民
主
主
義
の
機
能
不
全
に
つ
い
て
は
、K

obayashi, Y
oshiaki. 2012. M

alfunctioning D
em

ocracy in Japan, Lexington 
Books.

参
照
。

（
3
）　Fukuyam

a, Francis. 1992. T
he E

nd of H
istory and the Last M

an, Free Press.

（
渡
部
昇
一
訳
『
歴
史
の
終
わ
り

（
上
・
下
）』
三
笠
書
房
、
一
九
九
二
年
）

（
4
）　Fukuyam

a, Francis. 2014. Political O
rder and Political D

ecay, Farrar, Strauss and Giroux.

（
会
田
弘
継
訳
『
政
治

の
衰
退
（
上
・
下
）』、
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
）



34

法学研究 97 巻 4 号（2024：4）

（
5
）　Levitsky, Steven and Ziblatt, D

aniel. 2018. H
ow

 D
em

ocracy D
ie, Crow

n.

（
濱
野
大
道
訳
『
民
主
主
義
の
死
に
方
』
新

潮
社
、
二
〇
一
八
年
）

（
6
）　Reich, Gary. 2002. “Categorizing Political Regim

es: N
ew

 D
ata for O

ld Problem
s.” D

em
ocratization, 9-4, pp.1-24.

（
7
）　Gerring, John, Philip Bond, W

illiam
 T

. Barndt, and Carola M
oreno. 2005. “D

em
ocracy and Econom

ic Grow
th: A

 
H

istorical Perspective.” W
orld Politics, 57-3, pp.323-64.

（
8
）　Przew

orski, A
dam

, and Fernando Lim
ongi. 1993. “Political Regim

es and Econom
ic Grow

th.” Journal of 
E

conom
ic Perspectives, 7- 3, pp.51-69. Przew

orski, A
dam

. 1999. “M
inim

alist Conception of D
em

ocracy: A
 D

efense.” 
D

em
ocracy’s V

alue, ed. I. Shapiro and C. H
acker-Cordón. Cam

bridge U
niversity Press. Przew

orski, A
dam

, M
ichael 

E. A
lvarez, José A

ntonio Cheibub, and Fernando Lim
ongi. 2000. D

em
ocracy and D

evelopm
ent: Political Institutions 

and W
ell-Being in the W

orld, 1950-1990. Cam
bridge U

niversity Press.

（
9
）　V

anhanen, T
atu. 1997. Prospects of D

em
ocracy: A

 Study of 172 Countries, Routledge.

（
10
）　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
長
い
経
済
低
迷
か
ら
反
政
府
運
動
が
常
態
化
し
て
政
権
交
代
が
頻
繁
に
起
き
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
二
月

三
〇
日
の
総
選
挙
で
は
与
党
ア
ワ
ミ
連
盟
が
九
割
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
野
党
連
合
に
よ
る
と
同
年
一
一
月
以
降
一
五
〇
名
の

野
党
候
補
者
が
襲
わ
れ
、
数
千
人
の
支
持
者
が
負
傷
し
、
一
二
、〇
〇
〇
名
以
上
が
治
安
当
局
に
令
状
な
し
で
拘
束
さ
れ
た
。
ま
た
最
大

野
党
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
民
族
主
義
党
の
ジ
ア
元
党
首
を
含
む
二
三
名
が
立
候
補
を
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
野
党
連
合
は
政
府
与
党
に
よ
る

選
挙
干
渉
が
行
な
わ
れ
た
と
非
難
し
て
い
る
。

（
11
）　

二
〇
〇
九
年
衆
議
院
議
員
選
挙
小
選
挙
区
選
挙
当
選
者
に
関
す
る
選
挙
公
約
と
当
選
後
の
国
会
活
動
に
関
す
る
同
様
の
分
析
に
つ
い

て
は
、
小
林
良
彰
「
日
本
の
代
議
制
民
主
主
義
の
継
続
と
変
化
」、
小
林
良
彰
編
『
代
議
制
民
主
主
義
の
計
量
分
析
』
木
鐸
社
、
二
〇
一

六
年
、Y

oshiaki K
obayashi and Sangjoon K

im
, “Rethinking Political W

ellbeing in Representational D
em

ocracy in 
Japan,” International Journal of Com

m
unity W

ell-Being, Springer, 2021, M
ay 17. pp.1-29

を
参
照
。
二
〇
〇
五
年
～
二
〇

一
二
年
の
間
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
と
衆
参
両
院
議
会
、
な
ら
び
に
同
期
間
の
米
国
連
邦
上
下
両
院
議

員
選
挙
と
上
下
両
院
議
会
、
韓
国
国
民
議
会
選
挙
と
同
議
会
を
対
象
と
し
た
分
析
に
つ
い
て
は
、
小
林
良
彰
・
岡
田
陽
介
・
鷲
田
任
邦
・

金
兌
希
『
代
議
制
民
主
主
義
の
比
較
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。



35

代議制民主主義の機能の測定

（
12
）　
「
付
託
」
で
は
な
く
「
負
託
」
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
有
権
者
の
民
意
は
政
治
家
が
実
現
す
る
こ
と
を
「
期
待
す
る
」
の
で
は

な
く
「
要
求
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
本
稿
で
は
「
付
託
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
13
）　

立
候
補
し
た
者
の
う
ち
一
名
が
選
挙
公
報
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
一
名
を
除
い
て
分
析
を
行
な
っ
た
。

（
14
）　Budge, Ian and H

offerbert, Richard I., 1990. “M
andates and Policy O

utputs: U
S Party Platform

s and Federal 
Expenditures,” A

m
erican Political Science R

eview
, 84, pp.111-1 31.

（
15
）　

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
政
治
関
連
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
構
築
と
拡
充
」（17H

00969

）（
研
究
代
表
者
・
小
林
良

彰
）
に
よ
り
実
施
し
た
全
国
一
八
歳
以
上
の
有
権
者
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
で
有
効
回
収
三
、〇
〇
〇
。

（
16
）　

言
及
し
て
い
な
い
を
含
む
。

（
17
）　

賛
否
項
目
の
外
交
姿
勢
と
予
算
項
目
の
外
交
・
貿
易
は
両
者
に
強
い
関
連
が
あ
り
、
両
変
数
の
Ｖ
Ｉ
Ｆ
値
が
高
く
な
る
た
め
、
賛
否

項
目
の
外
交
姿
勢
を
分
析
か
ら
除
外
し
た
。

（
18
）　

数
量
化
理
論
は
従
属
変
数
（
目
的
変
数
）
が
量
的
デ
ー
タ
で
あ
る
点
は
重
回
帰
分
析
と
同
様
で
あ
る
が
、
重
回
帰
分
析
は
独
立
変
数

も
量
的
デ
ー
タ
で
あ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
は
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
で
あ
る

場
合
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
統
計
的
手
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
分
析
に
は
適
し
て
い
る
。

　

な
お
、
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
で
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
サ
ン
プ
ル
数
が
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
行
政
増
額

と
原
発
稼
働
積
極
は
共
に
該
当
サ
ン
プ
ル
が
三
名
し
か
い
な
い
た
め
に
一
般
行
政
と
原
発
稼
働
を
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
の
分
析
か
ら
除
外
す

る
こ
と
に
し
た
。

（
19
）　

二
〇
一
七
年
衆
院
選
小
選
挙
区
で
は
候
補
者
の
八
五
・
八
％
が
大
卒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
歴
を
大
卒
以
上
と
大
卒
未
満
に
二
分

し
て
分
析
に
用
い
た
。

（
20
）　

数
量
化
理
論
Ⅱ
類
は
従
属
変
数
も
独
立
変
数
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
で
あ
る
場
合
に
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
従
来
、
数
量
化
理
論
は

Stata

やSPSS

の
よ
う
な
統
計
ソ
フ
ト
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
に
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
な
お
か
つ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
も
複
雑
で
あ
る
た
め
に
使
い
こ
な
す
者
が
少
な
く
、
代
わ
り
に
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
回
帰
な
ど
で
代
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
21
）　

大
卒
以
上
か
大
卒
未
満
か
で
分
類
し
た
。

（
22
）　

小
選
挙
区
で
の
当
選
か
落
選
か
に
分
類
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
比
例
復
活
し
た
者
も
小
選
挙
区
選
挙
の
結
果
で
は
落
選
に
分
類
さ
れ



36

法学研究 97 巻 4 号（2024：4）

る
。

（
23
）　

本
稿
の
分
析
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅶ
調
査
実
施
に
よ
る
選
挙
研
究
か
ら
代
議
制
民
主
主
義
研
究
へ
の
展

開
と
デ
ー
タ
公
開
」（20H

00063

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。


